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１）一例として、Anna Szweykowska 1997“Włosi w Kapeli Królewskiej Poliskich Wazów［ヴァーサ・ポーラン
ド王宮礼拝堂楽団におけるイタリア人］”：Acta Musicologica Universitatis Cracoviensis ; 3などの論文が挙げ
られる。
２）一例として、Alina Żórawska­Witkowska 1992“Muzyczne Podróżę Królewiczów Polskich［ポーランドの王子
たちの音楽旅行］；Cztery studia z dziejów kultury muzycznej, XVII i XVIII wieku”：Wydawnictwa Uniwer­
sytetu Warszawskiego, Warszawa の第 1章：“Włoska Wizyta Władysław Wazy［ヴワディスワフ・ヴァーサ王
子のイタリア訪問］が挙げられる。
３）参考文献に挙げた Chomiński 1995の他に、Danuta Szlagowska 1998“Muzyka Baroku”：Akademia Muzyczna
im. Stanisława Moniuszki w Gdańsku（Skrypty I Podręczniki 29）Gdańsk などがある。





６）アンリ・ヴァロワの後、トランシルヴァニア公ステファン・バートリ（Stefan Batory, 1533­1586）が 1575
年に、ジィグムント 3世・ヴァーサ（Zygmunt III, Wasa, 1566­1632）が 1587年に、ヴワディスワフ 4世・













エスキ（Jan Sobieski, 1629-1696）が 1674年に















































９）ヤギェウウォ朝のジグムント 1世（Zygmunt I, 1467-1548）の意向により、システィーナ礼拝堂 Cappella






























































１１）1591年にデ・カヴァリエーリ（Emilio de’ Cavarieli, ca.1550-1602）が《サテュロス Il Satiro》と《フィレノ
の絶望 La Disperazione di Fileno》を、1598年にはペーリ（Jacopo Peri, 1561-1633）が《ダフネ Dafne》を
上演した記録が残されているが、《ダフネ》の断片を除いていずれも現存していない。
１２）原題は「L’ORFEO FAVOLA IN MUSICA（音楽による寓意劇）」で、そこに「オペラ」という語はない。
１３）ヴェネツィアでは、サン・カッシアーノ San Cassiano 劇場と名付けられた史上初の公開オペラ劇場（料金
を払えば誰でも入場できる興業形態の劇場）が 1637年に開設され、貴族だけでなく富裕な市民もオペラ
が鑑賞できるようになった。























ェルディは《マドリガーレ集第 5巻 Il quinto
libro de’ Madrigali a 5 voci》の序文で、それま
での厳格な対位法的楽曲を作曲する第一作法
prima prattica と区別する形でモノディを作曲す
る第二作法 seconda prattica に触れている。そ
の第一作法では、パレストリーナ（Giovanni


































巻 Scherzi musicali a 3 voci》（1607年）の序文で、弟のジューリオ・チェザーレ・モンテヴェルディ Giu-
lio Cesare Monteverdi によって為されている。




に組み立てなくてはならない…（グラウト／パリスカ 1998 : p.313）
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ルガン声部を付した賛歌《Christus natus est no-
bis》や 5声の合唱にオルガン声部を付した賛





















がある一方、ア・カッペッラ a cappella の作品
も依然として多く作曲されていた。先のブラン
トの場合はむしろア・カッペッラの作品の方が



















































２４）2つの合唱体のための楽曲と 3つの合唱体のための楽曲がある。前者は 7声による楽曲が 12曲、8声によ
る楽曲が 43曲、後者は 12声による楽曲が 1曲である。
２５）モンテヴェルディはこの 2曲をセットにし、《教会の合唱による 6声の聖母マリアのミサ曲と多声の夕べ
の祈り Sanctissmae virgini missa senis vocibus ad ecclesiarum choros ac Vespere pluribus decantandae》として、



































ław IV Waza, 1595-1648）はまだ王子であった
ときフィレンツェで 1625年に F. カッチーニ
（Francesca Caccini, 1587-ca.1640）の《アルチー
ナ島からのルッジェーロの救出 La liberazione


























































































３１）1998年より Polskie Wydawnictwo Muzyczne（ポーランド音楽出版）より刊行され始め、2015年全 12巻が
完結された。








































































ォーナは 2曲が 2声、5曲が 3声で、すべての
楽曲に通奏低音が記載されている38）。またすべ
───────────────
３７）〈Marcin Mielczewski Opera omnia I〉、1986年に Polskie Wydawnictwo Muzyczne から出版されている。















































↘ ゴット或いはヴィオラ、もう 1曲は 2つのヴァイオリンと 1つのトロンボーン、残りの 5つは 2つのヴァ
イオリンと 1つのファゴットと指定されている。
３９）この楽曲の楽譜は、ポーランドの古楽集（Wydawnictwo Dawnej Muzyki Polskiej）の第 29巻（XXIX Marcin
Mielczewski, Canzoni a 2）としても出版されている。






また、この特徴の最も顕著な例は、ゴルチツキの《Completorium 終課の歌》の第 1曲「Cum invocarem」


































































ンテヴェルディの《Vespro della Beata Vergine
da concerto compost sopra canti termi sex vocibus
et sex instrumentis 定旋律に基づいて 6声と 6種
の楽器のために作曲されたコンチェルト様式の
「聖母マリアの夕べの祈り」》の第 11曲「So-
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